
平成２１年１２月１１日 

全国郵便輸送協会 

 

１ ユニバーサルサービスの堅持 

郵便のサービスは「全国あまねく公平」にできるだけ安い料金で提供される 
ユニバーサルサービスであり、郵政改革検討の際この点においても充分配意を 
していただきたい。 
 
 

２ 郵便ネットワークの強化 

全国津々浦々まで張り巡らされた郵便のネットワークは短日では構築できない

ものと考えており、かつ全国が一体として機能する必要があり、安全・確実・ 
高品質な輸送網の維持が、今後においても相互の信頼に基づいて提供できるよう

にしていただきたい。 
 
 

３ 郵便サービスの拡充 

郵便物数の減少傾向が続くとユニバーサルサービスの提供、郵便ネットワーク

の維持が危惧されるところであり、地域ニーズ、国民ニーズに応じたサービスの

拡充が柔軟にできるような環境を整備していただきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


